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研究成果の概要（和文）：1.領域内の相互啓発と情報共有：全計画研究班の研究が円滑に進むよう統括を行っ
た。WEB中継会議ｼｽﾃﾑを活用して全構成員間のより緊密な連携を図った。　2.研究支援活動：｢ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞ
ﾙｰﾌﾟ｣を統括し、事故発生以降の環境ﾃﾞｰﾀ、ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀ、分析ﾃﾞｰﾀを使いやすい形で整理し、関係研究者に提供
した。また「分析ﾁｰﾑ」を統括し、分析がIAEAｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞになるようproficiency testの結果を反映させた。3.公
募：各計画研究の補完・推進を目的として採択した第ニ期公募案件について研究支援を行った。

研究成果の概要（英文）：1.Mutual awareness and information sharing within the domain: supervised the
 research of the whole planning research group to proceed smoothly. We tried closer cooperation 
among all the members by utilizing the WEB conference system.　2.Research support activities: We 
oversee the "Database Working Group" and organized　environmental data, modeling data, and 
analytical data after the accident in an easy-to-use manner and provided it to related researchers. 
We also supervised the "analysis team" and reflected the results of the proficiency test so that the
 analysis would be an IAEA standard. 3.Public offering: We conducted research support on the 
publicly-offered projects adopted for complementing and promoting each planned research.

研究分野： 水文地形学，山地崩壊メカニズム，斜面水文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
平成 23 年 3 月 11 日の大地震および津波を

契機として，東京電力福島第一原子力発電所
の事故が発生した。原子炉施設から放出され
た放射性物質は，福島県とその周辺地域をは
じめ，東日本の広域に飛散・沈着した。放射
性物質による影響は，初期の気象条件や地形，
地表面の被覆状態等により特異な分布を示
した。その後，地表面に降り積もった放射性
物質の再飛散や，放射性物質を吸着した土砂
の移動にともなう河川，湖沼，海洋への移行，
森林・農作物，陸域・海洋生物への移行が問
題となり，短期予測や除染などの対策基盤策
定のための調査から，長期予測を視野に入れ
た学術研究の必要性が高まっている。 
環境中に放出された放射性物質は，これま

でに，大気・海洋・陸域での物理化学過程や
生態系での移行・濃縮などの様々な移行が進
行しているため，その影響や相互作用は多岐
にわたる。そのため，この放射能汚染は，既
存の学問分野の単独的な取り組みでは解決
できない複合的で未曾有の問題であり，地球
環境科学の多くの分野に放射化学や放射線
計測技術の分野などを加えた，分野横断的で
新しい学問領域を創設して取り組むことが
必要である。 
 
２．研究の目的 
本領域研究の目的は，オールジャパン体制

で放射性物質の拡散・輸送・沈着・移行過程
を同定し，その実態とメカニズムを解明する
こと，及びそれに基づいて長期的な汚染状況
の予測と被ばく線量の低減化のための方策
を提示することである。その中で、総括班と
して  
(1) 領域内の相互啓発と情報共有， 
(2) 若手育成  
(3) 研究支援活動  
を行うことを目的とした。 
とくに若手研究者の本領域研究への参画

を奨励し，経験を積ませるとともに，若手育
成を行うことは，我が国における次世代の学
術的水準を確実に向上させるものと信じる。 
 
３．研究の方法 
(1) ウェブ中継会議システムの導入，ホーム
ページの開設。シンポジウムの開催および学
会セッションの主催。 
(2) 各計画研究班を幹事とする若手育成プロ
グラムの開催 
(3) 放射線測定技術の向上，標準化，測定支
援。分析の支援として検出器は自体は既存の
ものを利用したが，修理や回路システムの更
新，遮蔽（鉛ブロック，錫板）の強化等を行
った。これらの予算利用は，他班や公募班の
測定支援に大いに寄与した． 
 
４．研究成果 
(1) 領域内の相互啓発と情報共有 
 公募班を含めた全計画研究班の研究が円

滑に行えるよう統括をおこなった。各研究班
の班会議に他班構成員も参加できるようウ
ェブ中継会議システムを導入し，全構成員間
のより緊密な連携を図った。全構成員間の交
流を促進し情報共有の緊密化のため，また研
究成果を広く国内外に紹介するため，和英の
ホームページを開設した。研究項目各班の班
会議の議事録・資料等をホームページで公開
するとともに研究業績ページの充実を図っ
た。また国内外の研究情報や国際会議の情報，
最新のデータ情報を随時掲載した。 
領域シンポジウムを開催し,研究者間の相

互啓発を促進した。国内では毎年 4 月におけ
る European Geoscience Union，5 月に主催する
地球惑星物理学連合大会の関係セッション
のフォローアップをし，関連する学会専門分
科会やシンポジウムを継続的に主催した。シ
ンポジウム後には，その主な内容をニュース
レターとして配信し，ニュースレターはホー
ムページと連動させた電子媒体を基本とす
るが，必要に応じ印刷物でも提供した。また
シンポジウムでは海外から研究者を招聘し，
研究員間の相互啓発を促進すると共に情報
共有を図った。News Letter の発行 10 件(日
英版 各通算) 
 
以下主なシンポジウム 
・平成 29 年 3 月：全体会議 これまでの研

究成果を総括し、最終報告書をまとめる
にあたって、まとめの方針の確認を行っ
た。 

・平成 28 年 7 月：全体会議 最終報告書に
向けて課題について検討・確認を行った。 

・平成 28 年 3 月：全体会議 課題について
検討・確認を行った。 

・平成 27 年 5 月：全体会議 課題について
検討・確認を行った。 

・平成 27 年 1 月：国際シンポジウ
ム ”International Symposium on 
Interdisciplinary Study on Environmental 
Transfer of Radionuclides from the 
Fukushima Daiichi NPP Accident
（ISET-R)"「福島原発由来の放射性核
種の環境動態に関する分野横断シン
ポジウム」を開催。国内外研究機関との
連携促進，情報共有を行った。 

・平成 26 年 5 月：全体会議 中間報告に向
けた討議を行い中間報告書をとりまと
めた。 

・平成 26 年 4 月：IAEA 2nd Proficiency Test 
Japan Meeting 結果報告会開催 

・平成 26 年 3 月：福島第一原子力発電所事
故由来放射性物質調査研究 分野横
断ワークショップ，全体会議 の様子
を U-stream で配信
（http://www.ustream.tv/channel/alltsuku
ba2014） 

 
主な学会セッションの主催 
・European Geoscience Union 2017 「GI1.2 



session “Geoscience processes related to 
Fukushima and Chernobyl nuclear 
accidents”」 2017 年 4 月 23-28 日 
Austria Center, Vienna （ 構 成 員 が
Co-chairman） 

・ Goldschmidt  2016  「 15b session 
“Radionuclide Fate and Transport after the 
Fukushima Accident: Identifying What We 
Have Learned and Remaining Knowledge 
Gaps”」2016 年 6 月 26-7 月 1 日 横浜パ
シフィコ（構成員が Co-chairman） 

・日本地球惑星科学連合 2016 連合大会 
MAG24 セッション「福島原発事故によ
り放出された放射性核種の環境動態」
2016 年 5 月 22-26 日 幕張メッセ（構成
員が Chairman） 

・European Geoscience Union 2016 「GI1.4 
session “Geoscience processes related to 
Fukushima and Chernobyl nuclear 
accidents”」 2016 年 4 月 17-22 日 
Austria Center, Vienna （ 構 成 員 が
Co-chairman 

・ENEP キックオフシンポジウム；過去の原
子力災害とその環境影響   "ENEP 
Kick-Off Symposium; World Nuclear 
Disaster and the Environmental Impacts" 
2016 年 3 月 12 日 筑波大学 

・日本地球惑星科学連合 2015 連合大会 
MAG24 セッション「福島原発事故によ
り放出された放射性核種の環境動態」
2015 年 5 月 24-28 日 幕張メッセ（構成
員が Chairman） 

・European Geoscience Union 2015 「GI1.4 
session “Geoscience processes related to 
Fukushima and Chernobyl nuclear 
accidents”」 2015 年 4 月 12-17 日 
Austria Center, Vienna （ 構 成 員 が
Co-chairman） 

 
(2) 若手育成 
若手育成策として，各計画研究班主催によ

る「放射性核種の環境動態を学ぶ総合研修プ
ログラム」および「国際学会等への旅費支援」
を行った。なお，若手育成事業は，本領域の
研究分担者・連携研究者らと共に研究に関わ
っている博士前期・後期課程学生及び 39 歳
以下の研究者・教員を対象とした。5 年間で
のべ 23 の研修プログラムが開催され、のべ
169 名の参加があった。また大気・海・陸・
化学の４分野のプログラムを網羅した参加
者は 12 名となった。 
 
(3) 研究支援活動 
公募実施と研究支援として，のべ 22 件の

公募案件を採択し，研究支援を行った。 
 ｢データベースワーキングループ｣を統括
し，事故発生以降の環境データ，モデルデー
タ，分析データを使いやすい形で整理し，関
係研究者に提供するほか，後日一般公開する
べくとりまとめた。 

また「分析チーム」を統括し，分析機器の整
備を統括，採取されたサンプルの分析を進め
るとともに，計画班・公募班が採取するサン
プルの効率的な分析体制を整えた。その結果
放射線測定技術の向上，標準化，測定支援は
想定通り達成できた。また分析が IAEA スタ
ンダードになるよう proficiency test の結果を
反映させた。 
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〔学会発表〕（計 270 件） 
①Yuichi Onda, Kazuya Yoshimura, Keisuke 

Taniguchi, Takaaki Kubo, Hugh Smith, 
Willium Brake, Takayuki Kuramto and 
Takayuki Sato “Change of Rainfall-runoff 
event hysteresis in suspended sediments due 



to surface dccontamination in the area 
affected by the Fukushima Daiichi nuclear 
powerplant accident” AGUFALLMEETING 
2016、2016 年 12 月 14 日サンフランシス
コ (米国) 

②Onda et al. “Landuse,fate and transport of 
radionuclides in Fukushima in the terrestrial 
environment” 
SECOND INTERNATIONAL 
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Yoshifumi Wakiyama, Tsutomu Takahashi, 
Masumi Matsumura, and Hiroyuki 
Matsuzaki (2016) Migration Behavior of 
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Springer 
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ISBN(Print): 978-4-431-55847-7, 
ISBN(Online): 978-4-431-55848-4, pp 
57-63. 
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編 (2014) 『原発事故環境汚染 福島第一
原 発 事 故 の 地 球 科 学 的 側 面 』 
ISBN978-413-060312-6, 東京大学出版会, 
判型:A5, 312 頁  

④中島映至（2013）「原発事故-危機における
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調麻佐志編, 『科学 者に委ねてはいけな
いこと。科学から「生」をとりもどす』, 
岩波書店 

⑤ Kurokawa, K., Ishibashi, K., Tanaka, K., 
Oshima, K., Tanaka, M., Sakiyama, H., 
Hachisuka, R., Sakurai, M. and Yokoyama, 
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Fukushima Nuclear Accident Independent 
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〔産業財産権〕該当なし 
 
〔その他〕 
ホームページ等 
①ISET-R: 福島原発事故により放出された放

射性核種の環境動態に関する学際的研
究 
http://www.ied.tsukuba.ac.jp/hydrogeo/isetr/
index.html，News Letter の発行 10 件(日
英版 各通算) 

②論文位置情報を示す Meta-data base の公
開準備中。 

 
報道関連情報 
①NHK 総合「放射能汚染からの漁業再生～

福島・浜通り Part3～」平成 28 年 9 月 
18 日（石丸隆） 

②東日本大震災「空白の初期被ばく～消えた
ヨウ素 131 を追う」、平成 25 年１月 
12 日 NHK スペシャル（鶴田治雄・滝
川雅之） 

③「消えない放射能-悪事故が残す汚染の実
態」平成 24 年 9 月 17 日 TBS テレ
ビ・震災報道スペシャル （筑波大学 恩
田裕一） 

 
アウトリーチ活動 
①日本科学未来館との連携を図り，2016 年 3

月より，常設展示を行うことに加え，H30
年 3 月 10-11 日には一般向けのシンポジ
ウム開催を予定している。 

②科研費新学術領域研究若手講習会（A01-1, 
2 班共催）「福島第一原発事故による放
射性物質の環境汚染シ ミュレーション
に関する講習会」，第１回：平成 25 年 
10 月 28 日-29 日；第２回：平成 26 年 
8 月 19 日；第３回：平成 27 年 8 月 
25 日，場所：東京大学情報基盤センタ
ー，参加者：のべ 120 名 

③「福島第一原子力発電所事故起源放射性物
質の海洋への影響：新の研究動向」日本
放射線影響学会第５ ６回大会市民公開
講座 平成 25 年 10 月 20 日 青森市 
（弘前大学 山田正俊） 

④「Terrestrial Trasfer of fallout radionuclides by 
geomorphological process by Fukushima 
NPP accident（招待講演）」 平成 25 年 7 
月  23 日  Joint Assembly of 
IAHS-IAPSO-IASPEI ， Gothenburg 
（Sweden） 
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